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1.研究の背景 
私は日本の昔ながらの書籍のデザインを見ることが好きであ
る。これらを中野智之が言うように古書籍と表現することにす
る。現代を生きる私でさえも100年前に刊行された書籍のデザ
インに心魅かれることが何度もある。これらの魅力とは何なの
かを知りたくなった。 
 書籍のデザインについて関わりのある人物を調査していく
と，橋口五葉という人物を知ることができた。そこで今研究
では、夏目漱石著『吾輩ハ猫デアル』の装丁デザインにて有
名になった彼について深く研究をしたいと思った。なぜかと
いうと彼は「近代日本の明治・大正・昭和、百年の装幀美術
史を論ずるとすれば、その開巻第一頁は夏目漱石著・橋口五
葉装幀の『吾輩ハ猫デアル』によって幕が切っておとされた
と、極言することが出来よう。」1)と評価され、日本の装丁デ
ザインの基となる人物であると考えられるからである。その
作品の特徴を求めることで日本の装丁デザインの基礎とは何
であるかを知ることができるのではないかと考えた。この基
礎を知ることができれば，私が古書籍に感じる魅力は何であ
るかを証明することができると予想した。そこで，文献調査
をして明らかにすることとした。 
 
2.本研究の目的 
古書籍の魅力とはなんであるのか，それを日本の装丁美術
の始まりのきっかけとなった橋口五葉の作品を通じて抽出す
る。 
 
3.研究方法 
まず，橋口五葉に影響を与えたものや人物を調査する。こ
れは，人は何かしら影響を受けることで自身の価値観やもの
の捉え方が変化するという想定を基に考え，彼が人やものか
ら学んだことによって作品がつくられていると仮定をした。
そこで，彼の装丁家としての活躍の間までに彼が関わってき
たものは何であるかを調べ，それぞれの特徴を分析する。そ
してその推測が実際に彼の作品に表れているのかを吟味する。 
 
4.橋口五葉伝記 
 はじめに調査対象である橋口五葉について紹介する。西山
純子によると，五葉は鹿児島県に生まれ，芸術を嗜む父親や
兄に囲まれ育ってきた。幼い頃から日本画を学び，上京後は
橋本雅邦につく。その後は西洋画に転じて東京美術学校西洋
画科に通い，さらには白馬会研究所に所属して西洋の知識を
学ぶ。草花が好きで多くのスケッチが残っている。絵葉書の
デザイン・油絵・装丁デザインなど様々な作品を残し，晩年
には私家版木版に熱心になり 1920 年には､彼の傑作ともい
える『髪梳ける女』を発表し，素晴らしい評価を受ける｡こ
の作品から彼の今後の可能性が期待されたが翌年 1921 年，
病気によって亡くなる｡ 
 
5.橋口五葉が「日本最初の装丁家」と呼ばれるまでの日本に 
おける書物の歴史 
 橋口侯之介によると，古代から書物は形を変えて進化し続
けてきた。その進化の目的は，知識や善い物語を後世に受け
継がせるためであり，そのために紙の綴じ方や和紙の強度な
ど保存面に工夫を凝らしてきた。つまり，書物の美しさは考
えられていなかった。 
 しかし，1904 年夏目漱石著『吾輩ハ猫デアル』の美しい
装丁本が世に出ると，多くの美術家も装丁のデザインを手掛
けるようになった。この『吾輩ハ猫デアル』から日本の装丁
美術界は花開いたのである。 
 
6.研究結果 
6-1 橋口五葉に影響を与えたもの 
 『橋口五葉 装飾への情熱（2015）』を基に，五葉に大き
なはたらきかけをしたと考えられる 7 つの自伝的な要因を以
下にまとめる。 
a．風土：日本に生まれたということ。 
b．家族：父親は骨董好きで四条風の絵を描いており、二人
の兄も絵をたしなんでいた。時には家族で書画骨董談義を
していた。 
c．狩野派・四条派：少年時代より，地元で狩野派の絵師・
内村一観に，四条派の平山東岳に学んだ。 
d．橋本雅邦・狩野派：上京後、始めは橋本雅邦についた。 
e．白馬会研究所：鹿児島時代から関心のあった洋画に転向
し，白馬会溜池研究所に通う。第 6 回目から白馬会へ出
展するようになる。 
f．東京美術学校：1901 年東京美術学校西洋画科本科へ入学。
油絵専攻。当時の教授の藤島武二，1 年先輩の青木繁か
ら多くを学ぶ。人体デッサン・水彩風景が・コマ絵の風
俗が・洋書のイラストの写し草花の写生，西洋の図案の
模写をしていた。 
g．尾形光琳：生涯を通して装飾美術への関心を持っていた。 
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6-2 橋口五葉が受けた影響から考えられる彼の作品の造形的
な特徴 5つ 
 7 つの要因を細かく見つめ，彼の画法の特性と考えられる
ものを 5つ取り出した。 
・日本独自の色彩を使用している：風土はその土地に住む人
だけが持つ審美眼を与える。そのおかげで美術作品にも違
いが生まれることがわかった 2)3)。 
・対象物の正確な描写木挽町狩野派の徹底した模写教育や四
条派の写実重視，白馬会研究所でのデッサンの意義につい
ての講義から五葉には模写技術が身についたと推測した 3)-
6)。 
・幾何学構成・減筆：木挽町狩野派の特徴がこれら 2 つのポ
イントである 7)。 
・外光派：東京美術学校時代にて親交のあった人々に共通す
るのが外光派と考えられるため 8)。 
・装飾的構図：東京美術学校で彼が触れてきた西洋美術，ま
た五葉は尾形光琳を私淑していたということから推測した。 
 
6-3 作品分析による橋口五葉の作品の特徴 
 今回は私が実際に実物を見たもの『吾輩ハ猫デアル（上・
中・下編）』『虞美人草』『行人』の 5 作品の表紙デザインの
みを対象に吟味した。この作品のデザインから先述した五葉
の作品の特徴（仮）が実際に当てはまるのかを確認した。同
時に，五葉は装丁とは物語を表現するものであると考えてい
たという記録が残っているため 9)，物語の世界観とデザイン
の一致も確かめた。 
 分析の結果，日本の伝統色を使用していること，植物の描
写が細かいということ，イラストを何度も繰り返した模様が
特徴的であるということがわかった。 
 伝統色について，似ている色相を使用していることがわか
り，明度や彩度には特に偏りは見つからなかった 10)。この調
査から文献調査で導きだした日本に生まれたからこそ備わる
審美眼を持っている五葉は日本の伝統色を使うということが
わかった。 
 対象となるものの描写の程度については，五葉は植物の他 
にも動物や人間も描いていたが，それらはどれも実物に忠実 
なものではなく，シルエットに近いものであった。一方，植 
物に関しては葉の形・花弁の枚数・おしべやめしべなどの書
き込みが多く，植物の種類まで特定できるほどのものがほと
んどであった。これによって，仮定の通り五葉の受けていた
徹底した模写教育や自身の草花のデッサン量などが関係して
いるのだとわかった。 
 繰り返し模様については，今回は魚とネズミ・ヒナゲシ・
トンボ・魚と鳥など 4種類の模様が見かり，中には表紙を華
やかにする装飾的な役割を持つものもあった。 
 作品の世界観と表紙デザインの関係は合致しているものが
多いことが分かった。『吾輩ハ猫デアル（上・中・下編）』
『虞美人草』では，物語のメインとなる猫・ヒナゲシの花を
表紙に大きく描いており，『行人』では描かれたリンドウの
花ことば「貞操」「誠実」「寂しい愛情」11)12)と登場人物・一
郎を表す単語が一致していた。この分析から五葉自身の考え 
通り，物語の内容が実際に表紙のデザインに組み込まれてい
ることが分かった。 
 
7.結論と今後の課題 
 五葉は生まれた環境から始まり，日本画から西洋画まで幅
広い知識を得てきた。これに加えて自身も積極的に草花のデ
ッサンや洋書の模写など自ら技術の向上をはかっていた。五
葉は関わりを持ったものから学んだことを，造形的に作品に
表現していたということがわかった。 
 今研究では，彼の作品とはどのようなものであるのかを導
き出した。以上の結果から，冒頭で述べた「古書籍の魅力」
については，日本の装丁界に大きな役割を果たした五葉のこ
れらのポイントを有する書籍こそが魅力的であるのではない
かと結論付ける。 
 今後の課題としては，今回 5 作品のみの分析で終わってし
まったため，作風を概観するには至らなかった。そのため更
に多くの作品を調べることが必要であると考える。 
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査から文献調査で導きだした日本に生まれたからこそ備わる
審美眼を持っている五葉は日本の伝統色を使うということが
わかった。 
 対象となるものの描写の程度については，五葉は植物の他 
にも動物や人間も描いていたが，それらはどれも実物に忠実 
なものではなく，シルエットに近いものであった。一方，植 
物に関しては葉の形・花弁の枚数・おしべやめしべなどの書
き込みが多く，植物の種類まで特定できるほどのものがほと
んどであった。これによって，仮定の通り五葉の受けていた
徹底した模写教育や自身の草花のデッサン量などが関係して
いるのだとわかった。 
 繰り返し模様については，今回は魚とネズミ・ヒナゲシ・
トンボ・魚と鳥など 4種類の模様が見かり，中には表紙を華
やかにする装飾的な役割を持つものもあった。 
 作品の世界観と表紙デザインの関係は合致しているものが
多いことが分かった。『吾輩ハ猫デアル（上・中・下編）』
『虞美人草』では，物語のメインとなる猫・ヒナゲシの花を
表紙に大きく描いており，『行人』では描かれたリンドウの
花ことば「貞操」「誠実」「寂しい愛情」11)12)と登場人物・一
郎を表す単語が一致していた。この分析から五葉自身の考え 
通り，物語の内容が実際に表紙のデザインに組み込まれてい
ることが分かった。 
 
7.結論と今後の課題 
 五葉は生まれた環境から始まり，日本画から西洋画まで幅
広い知識を得てきた。これに加えて自身も積極的に草花のデ
ッサンや洋書の模写など自ら技術の向上をはかっていた。五
葉は関わりを持ったものから学んだことを，造形的に作品に
表現していたということがわかった。 
 今研究では，彼の作品とはどのようなものであるのかを導
き出した。以上の結果から，冒頭で述べた「古書籍の魅力」
については，日本の装丁界に大きな役割を果たした五葉のこ
れらのポイントを有する書籍こそが魅力的であるのではない
かと結論付ける。 
 今後の課題としては，今回 5 作品のみの分析で終わってし
まったため，作風を概観するには至らなかった。そのため更
に多くの作品を調べることが必要であると考える。 
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